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～ 平和大使長崎派遣事業にあたって ～ 

  

今年は終戦から７０周年、松戸市が昭和６０年３月に世界平和都市を宣言

してから３０周年という大きな節目の年を迎えました。 

本市は、世界平和都市宣言を行って以来、毎年様々な平和事業を展開して

おり、その一つとして「平和大使長崎派遣事業」を実施しております。この

事業は２１世紀を担う市内中学生を原爆投下の地である長崎市に「平和大使」

として派遣するもので、戦争の悲惨さ、核兵器の恐ろしさ、平和の尊さを学

び、戦争や核兵器の無い平和な未来を築こうという心を育んでいただくこと

を目的としております。平成２０年度に始めた本事業は今年で第８回目を数

え、これまでに１５４名を平和大使に任命しました。 

 

 さて、今年の８月９日、長崎市平和公園において「被爆７０周年 長崎原

爆犠牲者慰霊平和祈念式典」が開催され、２２名の平和大使が参列しました。 

式典には約６，７００人、過去最多の７５か国から集まった代表らが参列

し、原爆犠牲者の冥福を祈り黙とうを捧げました。このことからは、核兵器

廃絶を求める声が世界的な流れになりつつあることが感じられます。 

そして、長崎市長は式典の「長崎平和宣言」の中で、日本政府に、国の安

全保障は核抑止力に頼らない方法を検討するよう訴えるとともに、国の安全

保障のあり方を決める法案に対して慎重で真摯な審議を行うよう求めました。 

 

被爆者の平均年齢は今年で８０歳を超え、ますます被爆体験や戦争体験の

記憶が風化することが危惧されます。悲惨な記憶を決して忘れないために、

そして戦争や核兵器の無い平和な未来を実現していくために、私たちは、直

接体験談を聞くことができる最後の世代として真実をしっかりと引き継ぎ、

若い世代に継承するということが使命であると考えております。 

併せて、世界平和都市宣言における、世界の恒久平和の達成を念願すると

いう理念から、世界各地で続く紛争に対しても目を向け、様々な角度から、

広い視野を持った施策を行う必要があると認識しているところです。 

 

本事業を通して、平和大使が長崎の地で学び感じた被爆の実相や平和の尊

さを周りの人に伝え、一歩ずつでも平和な世界、平和な未来に近づくことを

願い、今後も本事業を実施してまいりたいと考えております。 

 

 



   

～ 世界平和都市宣言 ～ 

 

 

 

   

 

 

 

 

 
 
 
 
・World Peace City Declaration                     [英語] 
 

世界和平都市宣言                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
・世界平和都市宣言                             [中国語] 

 

我が国は、世界で唯一の被爆国である。 

 何人も平和を愛し、平和への努力を続け、常に平和に暮らせるよう均しく希求

しているところである。 

 しかし、現下の国際情勢は、緊張化の方向に進み市民に不安感を与えている。 

 かかる状況に鑑み、松戸市は日本国憲法の基本理念である平和精神にのっと

り、平和の維持に努め、併せて非核三原則を遵守し、あらゆる核兵器の廃絶と世

界の恒久平和の達成を念願し、世界平和都市をここに宣言する。 

                    

昭和６０年３月４日  松 戸 市 

March 4, 1985  

  

In the past, our country has experienced the sadness from an Atom Bomb 

explosion.   

This makes our nation determined that history will not be repeated. 

All of us yearn for peace, continue making an effort to create peace, and wish 

that we all can live in a peaceful environment in the future.  

However, presently around the world, international affairs are becoming 

increasingly tense and cause our citizens great concern.  

In response to the present turmoil across the world, Matsudo City now more 

than ever, willfully observe the peaceful spirit that is the fundamental 

philosophy of the Japanese Constitution. 

We will endeavor to maintain nationwide peace, comply with the three 

anti-nuclear principles and possess the desire to abolish all nuclear weapons 

and the accomplishment of permanent peace throughout the world. 

Therefore, we now declare our city as the “World Peace City”.  

  

City of Matsudo  

日本是世界唯一的核弹受难国。 

我们热爱和平、为和平而奋斗、切望一个和平的生活环境。 

但是、当今国际关系仍然紧张、市民深感忧虑。 面对动荡的世界、松户市郑重宣告本市将

遵循日本国宪法基本理念、 

高扬和平精神、为保障和平而尽力、坚持非核三原则、为在地球上废除所有核武器、 

建立一个永久和平的世界而积极贡献力量。    



   

～ 平和大使長崎派遣募集 ～     

 

世界平和都市宣言事業 

 第８回「平和大使長崎派遣」大使募集 

＜募集要項＞ 

 
松戸市では、戦争や核兵器の無い平和な未来を築こうという心を育んでもらうため、長

崎市で開催される「青少年ピースフォーラム」へ参加する中学生を募集します。 

 

【 平和大使とは 】 

・「平和大使」とは、松戸市の世界平和都市宣言により、戦争や核兵器の悲惨さ、平和の尊さにつ

いて事前研修、派遣、事後報告会を通じて知識を深め、そこで学んだことや感じたことを周りの人

に語り伝えていくことが期待される人です。 

【 対象 】 

・市内中学校に在学する生徒で、戦争や核兵器の悲惨さ、平和の尊さについて学ぶ意欲が

あり、裏面の日程にある事前研修、派遣、事後報告会に全て参加できる人を対象とします。

※既に平和大使に任命された方は、対象となりません。 

【 定員 】 

・２２名（応募者多数の場合は、抽選とします。）  

 引率：松戸市役所 職員３名 ・ 添乗員１名  

【 費用 】 

・市の負担 長崎への往復航空運賃、宿泊代、長崎での移動バス電車運賃、  

      ８／７の夕食、８／８、８／９の３食、８／１０の朝食、昼食。  

・自己負担 事前研修、事後報告会の会場（市内）までの交通費、８／７の昼食など。 

【 申込方法 】 

・参加申込用紙に必要事項を記入して、任意の封筒に入れ学校に提出してください。 

【 提出期限 】 

・平成２７年５月２２日（金）    

 



   

【 研修日程 】 

１ 事前研修 

 平和についてのオリエンテーションを行います。（自主学習）  

 ７月 ５日（日） ９：００～１２：００ 結団式及び第１回オリエンテーション  

                     青少年ピースフォーラム等の内容説明。  

 ７月２６日（日）１０：００～１６：００ 第２回オリエンテーション  

                     平和記念事業「平和劇」を鑑賞します。 

 ８月 １日（土）１０：００～１２：００ 第３回オリエンテーション  

                     自主学習とスケジュールの確認。  

 

２ 派遣研修 

（１） 場所 ： 長崎市  

 

 （２） 期間 ： ８月７日（金）～８月１０日（月） ３泊４日   

 

 （３） 内容 ： 青少年ピースフォーラムへの参加等  

    < 青少年ピースフォーラム > 

     ８月９日の平和祈念式典にあわせて、全国の自治体が派遣する青少年と長崎市  

     の青少年とが一緒に被爆の実相や平和の尊さを学習し、交流を深めることで平  

     和意識の高揚を図ることを目的として長崎市が実施しています。主な内容とし

て、平和祈念式典への参列、被爆体験講話、平和関連施設見学、平和学習会へ

の参加を予定しております。  

 

  (４)「平和大使長崎派遣」日程表 

8/7（金）  松戸駅 → 羽田空港 → 長崎空港 → 長崎市内ホテル （自主学習） 

 

8/8（土） 
午前 

平和案内人のガイドによる被爆建造物見学 

< 場所：原爆落下中心地公園、城山小学校など > 

14：00～15：00 
開会行事（被爆体験講話など）                                                       

< 場所：平和会館ホール > 

15：10～17：00 
参加型平和学習（屋内）                             

< 場所：平和会館ホール >→原爆資料館見学 

 

8/9（日） 

 

午前 
平和祈念式典への参列                                                                       

< 場所：平和公園 > 

13：30～15：30 
参加型平和学習（屋内）                             

< 場所：平和会館ホール > 

8/10（月）  ホテル→ 長崎空港→ 羽田空港→ 市役所帰庁→ 帰庁報告会→市役所解散 

 

３ 事後報告会 

８月２８日（金） 平和大使長崎派遣報告書（作文）の提出 

※提出期限    派遣研修で学んだ成果を生かし、戦争や核兵器の悲惨さや平和の大

切さを伝えるため、平和大使長崎派遣報告書を作成します。 

１１月３日（火） 松戸市平和事業「平和の集い」にて、長崎派遣で学んだこと感じた

ことを市民の皆様に伝えます。 



   

～ 平和大使名簿 ～ 

服部
はっとり

 叶
かな

汰
た

   （第一中学校     １学年） 

瀬谷
せ や

 恭
きょう

平
へい

  （第二中学校     ２学年） 

長谷川
は せ が わ

 勇
いさ

矢
や

 （第三中学校      ２学年） 

朝生
あ そ う

 蘭
らん

   （第四中学校     １学年） 

田島
た じ ま

 歩夢
あ ゆ む

  （第四中学校     ３学年） 

佐藤
さ と う

 駿
しゅん

太
た

  （第五中学校     １学年） 

小林
こばやし

 優人
ゆ う と

  （第六中学校     ２学年） 

山下
やました

 優
ゆ

月
つき

  （第六中学校     ２学年） 

田
た

﨑
ざき

 和
あまね

   （常盤平中学校     １学年） 

須藤
す ど う

 巧
たくみ

   （小金南中学校     １学年） 

萩原
はぎはら

 真
ま

央
お

  （小金南中学校    １学年） 

大久保
お お く ぼ

 敦
のぶ

康
やす

 （古ケ崎中学校    １学年） 

倉重
くらしげ

 はるか （古ケ崎中学校    ２学年） 

清水
し み ず

 智也
と も や

  （牧野原中学校    ２学年） 

木村
き む ら

 史来
ひ と き

  （牧野原中学校    １学年） 

吉田
よ し だ

 真帆
ま ほ

  （河原塚中学校    １学年） 

飯
はん

銅
どう

 千尋
ち ひ ろ

  （和名ケ谷中学校    ２学年） 

井上
いのうえ

 未来
み く

  （旭町中学校     ２学年） 

島岡
しまおか

 里
り

帆
ほ

  （小金北中学校    １学年） 



   

藤井
ふ じ い

 友
ゆ

紀
き

 （聖徳大学附属女子中学校 ２学年） 

山田
や ま だ

 佳那
か な

 （聖徳大学附属女子中学校 ２学年） 

福島
ふくしま

 有
ゆう

香
か

 （専修大学松戸中学校   ３学年） 



   

～ 平和大使長崎派遣行程 ～ 

７月５日（日） 

◆結団式・第１回オリエンテーション 

（市役所議会棟３階特別委員会室・ 

第二会議室にて）               

結団式では各学校から選ばれた平和大使 

２２名に市長から任命証が交付され、それ 

ぞれ大使としての抱負を発表しました。               

 オリエンテーションでは自己紹介をする 

とともに事業の目的や大使の役割を確認し 

青少年ピースフォーラムの説明を受けました。 

                 

 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈平和大使長崎派遣結団式〉 

 
 
 
 
 

 
 

 

〈オリエンテーション〉 

〈任命証交付〉 



   

７月２６日（日） 

◆第２回オリエンテーション（松戸市民会館にて） 

長崎派遣に向けて、リーダー・サブリーダーや派遣中のルールなどの必要事項を話し合っ 

て決め、コミュニケーションを図りました。その後、松戸市の戦後７０周年・世界平和都市 

宣言３０周年記念事業として開催された平和展（伊勢丹新館９階アートスポットまつどにて） 

と平和劇（松戸市民会館ホールにて）を見学、鑑賞しました。 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈平和展〉                             〈平和劇〉 

８月１日（土）             

◆第３回オリエンテーション（市役所別館地下１階研修室にて） 

長崎派遣のスケジュールと注意事項を確認した後、広島・長崎での被爆体験談をＤＶＤで 

視聴しました。そして原爆資料館に献呈する千羽鶴を作るため、各自が折った折り鶴と市民 

の方々が折ってくれた鶴を糸でつないでいきました。千羽鶴の由来である佐々木貞子さんの 

お話を踏まえた上で、平和への願いを込めて行いました。  

                                     

 

 

 

 

 

 

 

             

〈リーダーを中心に必要事項決定〉 

〈被爆体験談視聴〉 〈千羽鶴作成〉 



   

8 月７日（金） 

◆９：１９ 長崎へ出発 

９時００分松戸駅に集合し、出発式を行い、家族や関係者に見送られて松戸駅を出発し

ました。１３時００分羽田空港発のソラシドエア３５便に搭乗し、1４時５０分長崎空港

に到着、バスで長崎市内の宿泊ホテルへ向かい、１６時１０分頃ホテルに到着しました。 

 

 

                          

             

 

 

 

〈出発式〉                 〈羽田空港出発ロビー〉  

 ◆1６：４0 自主学習（日本二十六聖人殉教地（西坂公園）見学） 

   ホテル到着後、徒歩で行きました。ここは小高い丘にあり、１５９７年、キリシタン禁止

令により２６人の宣教師と信徒が処刑された場所です。今は長崎県の史跡に指定され、カト

リック教徒の公式巡礼地となっています。見学を通して長崎の歴史と文化に触れました。 

 

 

 

 

 

 

 

〈日本二十六聖人殉教地（西坂公園）〉 

◆1９：０0 千羽鶴作成（ホテル会議室にて） 

原爆資料館へ献呈するため、大使が作成した折り鶴と市民の方々からいただいた折り鶴

で千羽鶴を完成させました。また、平和への思いを込めた千羽鶴に添える標語を大使皆で

考え「守り続けよう 平和な未来 伝えていこう 過去の悲しみ」に決めました。 

                       

 

          

 

 

  

                
〈千羽鶴完成〉 〈標語決定〉 



   

8 月 8 日（土） 

◆9：00 自主学習（被爆建造物見学） 

朝７時５５分にホテルを出発し、路面電車に乗り、被爆建造物見学へ向かいました。 

見学は２班体制で、それぞれボランティアの平和案内人によるガイドのもと、平和公園、

城山小学校、原爆落下中心地を約２時間かけて歩いて巡りました。被爆体験者でもあるガ

イドの方が、当時の悲惨な様子を交えながらわかりやすく説明してくれました。熱心に説

明を聞きながら貴重な被爆建造物を見学し、当時の状況を学びました。 

※ 城山小学校内に保存されている被爆校舎は、平成２５年８月１日、国の文化財に登録さ 

れました。 

 

 

 

 

                         

 

 

〈松山町防空壕群（平和公園内）〉        〈平和祈念像（平和公園内）〉            

 

 
 

 

 

 

 

〈少年平和像（城山小学校内）〉         〈被爆校舎（城山小学校平和祈念館）〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈被爆当時の地層（原爆落下中心地近く）〉    〈原爆落下中心地碑・浦上天主堂遺壁〉 

 



   

◆13：00 千羽鶴献呈（原爆資料館にて） 

午後は前日大使が完成させた千羽鶴と、市民の方々からいただいた千羽鶴を原爆資料館 

に献呈しました。 

 

 

 

                                                      

 

  

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

〈原爆資料館エントランスロビー〉 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈松戸市の千羽鶴〉               〈千羽鶴献呈〉 



   

◆1３：３０ 青少年ピースフォーラム（開会行事）参加 

（長崎市平和会館にて） 

   青少年ピースフォーラムには、全国から多くの小・中・高校生が参加しました。開会行事

では、地元高校生や大学生の青少年ピースボランティアによる開会宣言、長崎市長挨拶の後、

中村一俊さんによる被爆体験講話を聞きました。 

                          

                            

 

 

 

  

 

 

〈長崎市長挨拶〉                 〈被爆体験講話〉 

◆1５：１0 青少年ピースフォーラム（平和学習）参加 

（長崎市平和会館にて） 

続いて青少年ピースボランティアの進行による平和学習に移りました。参加者全員がグ

ループ毎に分かれて、自己紹介とレクリエーションで緊張をほぐした後、スライドと紙芝

居で被爆の実相を学びました。その後、原爆資料館周辺を巡るフィールドワークに参加し、

１日目の青少年ピースフォーラムが終了しました。 

 

 

 

 

 

 

 

〈自己紹介・レクリエーション〉             〈スライド〉 

                                

                               

 

 

                                                     

       

 

 

〈紙芝居〉                 〈フィールドワーク〉 

 



   

◆17：１５ 自主学習（原爆資料館見学） 

その後、原爆資料館を見学しました。資料館には原子爆弾の実物大模型や、原爆の被害

を受けた物品、被爆された方の写真など、資料がたくさん展示されており、被害の悲惨さ

を目の当たりにしました。 

                                                                       

 

 

 

 

 

 

 

〈原爆の被害を受けた物品など〉 

       

 

 

 

  

 

 

〈原子爆弾「ファットマン」の実物大模型〉 

 

 

◆１９：００ 夕食及びミーティング（ホテルにて） 

ホテルに戻り夕食をとった後、ミーティングを行いました。様々な平和学習に参加した今 

日一日を振り返り、各自が印象に残ったことや学んだことを述べるとともに、改めて派遣の 

目的と大使の役割を確認し、明日の平和祈念式典参列に向けて心構えをしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈夕食〉                  〈ミーティング〉 

 

 



   

8 月 9 日（日）  

◆１０：３５ 平和祈念式典参列（平和公園にて） 

   いよいよ「被爆７０周年 長崎原爆犠牲者慰霊平和祈念式典」参列の日を迎えました。 

朝８時１０分にホテルを出発し、平和公園に到着、大使たちは緊張した面持ちで会場に

入りました。 

厳粛な空気の中、式典が行われ、原爆投下時刻の午前１１時２分、サイレンと長崎の鐘が 

鳴り響きました。原爆犠牲者のご冥福と世界の恒久平和を祈り、黙とうを捧げました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

                              〈式典会場〉 

                           

 

 

 

 

 

  

                                

 

                              〈平和祈念像〉 

 

       

 

 

 

                                     

 

 

 

 

〈開式前の様子〉                   〈黙とう〉 

 

 被爆７０周年 

 長崎原爆犠牲者慰霊平和祈念式典 

 

式 次 第 

 

10 時 35 分 被爆者合唱 

10 時 40 分 開式 

原爆死没者名奉安 

    42 分 式辞（長崎市議会議長） 

    46 分 献水 

    48 分 献花 

11 時 02 分 黙とう 

    03 分 長崎平和宣言（長崎市長）          

    13 分 平和への誓い  

    18 分 児童合唱 

    23 分 来賓挨拶 

    38 分 合唱 千羽鶴 

    43 分 閉式 

 



   

世界平和祈念行事実行委員会（事務局：長崎市被爆継承課）が開催した「平成２７年度世界平和祈念 

ポスター・標語展」への応募者のうち、嬉しいことに３名の大使が、標語部門・中学の部で、努力賞を 

受賞しました。３名には会長である長崎市長から賞状が送られました。その大使と標語を紹介します。 

第二中学校  ２年 瀬谷 恭平  「語り継ごう、戦争と核のおそろしさ 伝えよう、平和の尊さ」 

古ケ崎中学校 ２年 倉重 はるか 「つくり続けよう、平和な未来 持ち続けよう 平和な心」 

河原塚中学校 １年 吉田 真帆  「幸せは 自分たちの手で 手に入れよう」        

 

◆13：30 青少年ピースフォーラム（平和学習）参加 

（長崎市平和会館にて） 

   午後は前日に引き続き、青少年ピースフォーラムに参加しました。再びグループとなり、 

前日の平和学習を踏まえて「世界を平和にするためにはどうすればよいか」などのテーマ 

について意見交換をしました。大使たちは班の代表として発表するなど、積極的に取り組 

みました。グループワークを通じて全国から集まった同年代の参加者と交流ができ、貴重 

な体験となりました。２日間を締めくくる修了証書授与では、松戸市が代表して壇上で修 

了証書をいただくことができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈意見交換〉                    〈発表〉 

 

 

 

 

           

 

 

〈代表者へ修了証書授与〉               〈参加者集合写真〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈賞状 左から、瀬谷、倉重、吉田〉 



   

◆16：５0 自由学習（大浦天主堂、グラバー園見学） 

青少年ピースフォーラムを終え、自由学習に向かいました。大浦天主堂を見学し、長崎の 

歴史と文化に触れました。 

夕食後はグラバー園を散策しました。そこから見た長崎の夜景は美しく、大使たちの良

い思い出となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈大浦天主堂〉                〈グラバー園〉 

 

8 月 10 日（月） 

 ◆８：０0 松戸へ出発 

   ４日間お世話になったホテルの方にあい 

さつし、バスで長崎空港へ向かいました。 

１０時５０分長崎空港発の全日空６６４便 

に搭乗し、長崎を後にしました。飛行機の 

中では帰庁報告会に向けて準備をしました。 

１２時３５分羽田空港到着。市の迎えの 

バスで、市役所へ向かいました。    

     〈長崎空港出発ロビー〉 

 

 

◆1４：３0 松戸市役所到着           

 スムーズに松戸市役所に到着。皆、元気 

で帰ってくることができました。 

帰庁報告会が始まる前に、大使一人一人 

に青少年ピースフォーラムの修了証書が渡 

されました。 

 

 

〈修了証書授与〉 

 



   

～ 平和大使長崎派遣帰庁報告会 ～        

 ◆1５：０0 帰庁報告会（市役所議会棟３階特別委員会室にて） 

副市長をはじめ、出迎えてくれた家族に、長崎で見て、聞いて、体験したこと、また派遣 

を通して新たに感じた平和への思いなどを一人一人報告し、４日間の派遣日程を終えました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
〈帰庁報告〉                  〈副市長の言葉〉 

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈帰庁報告、副市長の言葉〉 

〈青少年ピースフォーラム修了証書を手に集合写真〉 



   

～ 戦後７０周年・世界平和都市宣言３０周年記念 平和大使長崎派遣報告会 ～ 

１１月３日（火・祝） 

◆1３：００ 平和大使長崎派遣報告会（松戸市民劇場にて） 

   松戸市の平和事業「平和の集い」の中で開催しました。大使の役割を果たすべく、長崎派 

遣を通して学んだことや感じたことを、市民の皆様に報告しました。 

大使たちが、スクリーンに映し出した写真などに合わせて、事業の目的や大使の役割、結 

団式から長崎派遣、そして帰庁報告会までの流れを紹介するとともに、場面毎に学んだこと 

や感じたことを述べる形で行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私たち平和大使は、戦争犠牲者や被爆者 

の思いを無駄にしないために、そして平和 

な未来を実現していくために、たくさんの 

人に戦争の悲惨さや核兵器の恐ろしさ、平 

和の尊さを伝え、広めていきます。 



平 和 大 使 の 報 告 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



























































































そうです。私はそれを知った時、今の当たり前だと思っていた生活が平和で幸せだ

と感じました。 

そして今の私の役目は平和大使として、原爆に関わる話を周りの人や後世の人に

伝えていくことです。被爆者の方々は、思い出すのがつらい自らの被爆体験を後世

の人に伝えなければいけないという使命感を持って、語ってくださっています。私

も少しでも力になれるように、平和大使の役目を果たしていきます。 

今、世界中にある約１７，５００発の核兵器が無くなり、世界に平和が訪れるこ

とを願っています。 

 



   

  

 
平成２７年７月６日（月） 

千葉日報 新聞記事（結団式） 

 

平成２７年８月 2３日（日） 

松戸よみうり 新聞記事（帰庁報告会） 



   

以下、平成 27 年 8 月 9 日 被爆７０周年 長崎原爆犠牲者慰霊平和祈念式典式次第から抜粋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長崎平和宣言 

  

昭和２０年８月９日午前１１時２分、一発の原子爆弾により、長崎の街

は一瞬で廃墟と化しました。  
大量の放射線が人々の体をつらぬき、想像を絶する熱線と爆風が街を襲

いました。２４万人の市民のうち、７万４千人が亡くなり、７万５千人が

傷つきました。７０年は草木も生えない、といわれた廃墟の浦上の丘は今、

こうして緑に囲まれています。しかし、放射線に体を蝕まれ、後障害に苦

しみ続けている被爆者は、あの日のことを１日たりとも忘れることはでき

ません。  
 
原子爆弾は戦争の中で生まれました。そして、戦争の中で使われました。 
原子爆弾の凄まじい破壊力を身をもって知った被爆者は、核兵器は存在

してはならない、そして二度と戦争をしてはならないと深く、強く、心に

刻みました。日本国憲法における平和の理念は、こうした辛く厳しい経験

と戦争の反省のなかから生まれ、戦後、我が国は平和国家としての道を歩

んできました。長崎にとっても、日本にとっても、戦争をしないという平

和の理念は永久に変えてはならない原点です。  
今、戦後に生まれた世代が国民の多くを占めるようになり、戦争の記憶

が私たちの社会から急速に失われつつあります。長崎や広島の被爆体験だ

けでなく、東京をはじめ多くの街を破壊した空襲、沖縄戦、そしてアジア

の多くの人々を苦しめた悲惨な戦争の記憶を忘れてはなりません。  
７０年を経た今、私たちに必要なことは、その記憶を語り継いでいくこ

とです。  
原爆や戦争を体験した日本、そして世界の皆さん、記憶を風化させない

ためにも、その経験を語ってください。  
若い世代の皆さん、過去の話だと切り捨てずに、未来のあなたの身に起

こるかもしれない話だからこそ伝えようとする、平和への思いをしっかり

と受け止めてください。「私だったらどうするだろう」と想像してみてく

ださい。そして、「平和のために、私にできることは何だろう」と考えて

みてください。若い世代の皆さんは、国境を越えて新しい関係を築いてい

く力を持っています。  
世界の皆さん、戦争と核兵器のない世界を実現するための最も大きな力

は私たち一人ひとりの中にあります。戦争の話に耳を傾け、核兵器廃絶の  



   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

署名に賛同し、原爆展に足を運ぶといった一人ひとりの活動も、集まれば

大きな力になります。長崎では、被爆二世、三世をはじめ、次の世代が思  
いを受け継ぎ、動き始めています。  
 私たち一人ひとりの力こそが、戦争と核兵器のない世界を実現する最大

の力です。市民社会の力は、政府を動かし、世界を動かす力なのです。  
  
 今年５月、核不拡散条約（ＮＰＴ）再検討会議は、最終文書を採択でき

ないまま閉幕しました。しかし、最終文書案には、核兵器を禁止しようと

する国々の努力により、核軍縮について一歩踏み込んだ内容も盛り込むこ

とができました。  
ＮＰＴ加盟国の首脳に訴えます。  
今回の再検討会議を決して無駄にしないでください。国連総会などあら

ゆる機会に、核兵器禁止条約など法的枠組みを議論する努力を続けてくだ

さい。  
 また、会議では被爆地訪問の重要性が、多くの国々に共有されました。 
 改めて、長崎から呼びかけます。  
 オバマ大統領、そして核保有国をはじめ各国首脳の皆さん、世界中の皆

さん、７０年前、原子雲の下で何があったのか、長崎や広島を訪れて確か

めてください。被爆者が、単なる被害者としてではなく、“人類の一員”

として、今も懸命に伝えようとしていることを感じとってください。  
 日本政府に訴えます。  
 国の安全保障は、核抑止力に頼らない方法を検討してください。アメリ

カ、日本、韓国、中国など多くの国の研究者が提案しているように、北東

アジア非核兵器地帯の設立によって、それは可能です。未来を見据え、“核

の傘”から“非核の傘”への転換について、ぜひ検討してください。  
 
 この夏、長崎では世界の約１２２の国や地域の子どもたちが、平和につ

いて考え、話し合う、「世界こども平和会議」を開きました。  
 １１月には、長崎で初めての「パグウォッシュ会議世界大会」が開かれ

ます。核兵器の恐ろしさを知ったアインシュタインの訴えから始まったこ

の会議には、世界の科学者が集まり、核兵器の問題を語り合い、平和のメ

ッセージを長崎から世界に発信します。  
 「ピース・フロム・ナガサキ」。平和は長崎から。私たちはこの言葉を

大切に守りながら、平和の種を蒔き続けます。  
 また、東日本大震災から４年が過ぎても、原発事故の影響で苦しんでい

る福島の皆さんを、長崎はこれからも応援し続けます。  
 



   

  

現在、国会では、国の安全保障のあり方を決める法案の審議が行われて

います。７０年前に心に刻んだ誓いが、日本国憲法の平和の理念が、今揺

らいでいるのではないかという不安と懸念が広がっています。政府と国会

には、この不安と懸念の声に耳を傾け、英知を結集し、慎重で真摯な審議

を行うことを求めます。  
 被爆者の平均年齢は今年８０歳を超えました。日本政府には、国の責任

において、被爆者の実態に即した援護の充実と被爆体験者が生きているう

ちの被爆地域拡大を強く要望します。  
 原子爆弾により亡くなられた方々に追悼の意を捧げ、私たち長崎市民は

広島とともに、核兵器のない世界と平和の実現に向けて、全力を尽くし続

けることを、ここに宣言します。  
 

２０１５（平成２７年）８月９日 

                    長崎市長 田上 富久  
 
   
                           
 



   

以下、長崎平和宣言（ことばの解説）から抜粋 

 
◆後障害                         

 

 原爆による放射線障害は、急性障害と後障害にわけられます。急性障害は

大量の放射線を浴びたとき出る症状で、嘔吐、下痢、発熱、皮下出血などを

発症し、多くの人が死亡しました。 

 後障害は、被爆して数年から数十年してから現れる症状で、がんや白血病、

白内障などがあります。昭和 21（1946）年初めから、火傷が治ったあとが

盛り上がるケロイド症状が現れました。また、母親の胎内で被爆した胎内被

爆児は出生後も死亡率が高く、死を免れても小頭症などの症状が現れること

もありました。さらに、昭和 25（1950）年頃からは、白血病、甲状腺がん、

乳がん、肺がんなど様々な病気の発生率が高くなり始めました。 

 放射線が年月を経て引き起こす影響については、未だ十分に解明されてお

らず、調査や研究が今も続けられています。 

 

◆日本国憲法における平和の理念                 

 

 日本国憲法の前文には、「政府の行為によつて再び戦争の惨禍が起ること

のないやうにすることを決意し」、また「平和を愛する諸国民の公正と信義

に信頼して、われらの安全と生存を保持しようと決意した」とうたっていま

す。 

 その決意を実現するため、第 9 条第 1 項では、戦争の放棄をうたっていま

す。日本国民の恒久平和の願いが不戦と平和の理念となっています。  

 

◆東京をはじめ多くの街を破壊した空襲                         

 

第二次世界大戦末期には、東京、名古屋、大阪、神戸、福岡などの都市部

を標的とした爆撃により、無差別に多くの人が被害を受けました。  

特に東京は、昭和 19（1944）年 11 月 24 日以後、終戦まで、アメリカ軍

の B29 型機によって度々爆撃を受け、昭和 20（1945）年 3 月 10 日の大空襲

では、わずか 2 時間あまりに 10 万人の死者、11 万人の負傷者を出し、100

万人以上が家を失いました。 

また、3 月 13 日には大阪も大空襲を受け、3 千人以上が死亡しました。終

戦までに受けた空襲も合わせると、1 万人以上が亡くなったといわれていま

す。 

 

◆核兵器廃絶の署名                      

 

平成 27（2015）年 7 月現在、世界 160 か国・地域の 6,733 都市が加盟し、

平成 32（2020）年までの核兵器廃絶を目指す平和首長会議は、平成 22（2010）



   

年 12 月から「核兵器禁止条約」の早期実現を目指した署名活動に取り組ん

でおり、署名の累計は 200 万筆を超えています。今年 4 月には、約 110 万筆

の署名の目録をニューヨークの国連本部に届けました。  

また、「ビリョクだけどムリョクじゃない」を合言葉に、署名活動を続け

ている高校生たちもいます。高校生が 1 年をかけて集めた署名は、平成 13

（2001）年から毎年、ジュネーブの国連欧州本部に届けられています。 

 

◆核不拡散条約（NPT）再検討会議                

  

⑴ 核不拡散条約 

核不拡散条約（NPT）は、核保有国が増える（核が拡散する）ことを防ぐ

目的でつくられた条約で、昭和 45（1970）年に発効しました。平成 15（2003）

年 1 月に一方的に脱退を表明している北朝鮮も含めると、現在の国連加盟国

の中で、インド、パキスタン、イスラエル、南スーダンの 4 か国を除く 191

か国・地域が加盟しています。 

主な内容は、昭和 42（1967）年 1 月時点で核兵器を保有していたアメリ

カ・ロシア・イギリス・フランス・中国の 5 か国だけに核兵器の保有を認め

（核保有国）、それ以外の国（非核保有国）が保有することを禁止していま

す。 

核保有国には、核兵器を減らすための交渉を誠実に行うことを求め、非核

保有国には核兵器の製造、取得を禁じています。  

また、非核保有国には、原子力の平和利用が認められており、原子力発電

所を建設する場合は、必ずそれが平和利用であるかどうかを確認するために、

国際原子力機関（IAEA）の検査を受ける義務があります。 

しかし、イランは、原子力の平和利用を名目に核兵器を開発しているので

なないかと疑いを持たれているほか、核保有国の核兵器の削減も進んでいな

いなど、多くの問題を抱えています。 

核兵器の保有国を増やさないためにも、この条約内容に各国が真剣に取り

組むことに加え、核兵器禁止条約など新たな取り組みも求められています。 

 

⑵ 再検討会議 

核不拡散条約（NPT）では、核兵器の軍縮や拡散の状況を定期的に検討す

るため、5 年毎に再検討会議と、その間に 3 回から 4 回の準備委員会が開催

されます。 

平成 12（2000）年の再検討会議では、核保有国による核軍縮への努力が

不足しているとの声が高まり、「核兵器の全面廃絶に対する核兵器保有国の

明確な約束」を盛り込んだ合意文書が採択されました。  

しかし、平成 17（2005）年の再検討会議は、核保有国と非核保有国の意

見が鋭く対立し、成果を得ることなく閉幕しました。  

平成 22（2010）年の再検討会議は前年にアメリカのオバマ大統領が登場

し、「核兵器のない世界」への機運が高まる中で開催され、「核兵器のいかな



   

る使用も人道上、破滅的な結果をもたらすことを深く憂慮する」と核兵器の

非人道性が明記された核軍縮に向けた 64 項目の行動計画を柱とする最終文

書が採択されました。 

平成 27（2015）年の再検討会議は、4 月 27 日から 5 月 22 日までニューヨ

ークの国連本部で開催されました。最終文書は採択されないまま閉幕しまし

たが、参加国の多くが核兵器の非人道性に言及し、核兵器禁止に向けた法的

枠組みについての議論を速やかに開始すべきであると訴えました。また、提

示された文書案には、「すべての国々に対し、被爆した人々及び地域とやり

とりし、その経験を直接共有する」という内容が盛り込まれ、「被爆地訪問

の重要性」が多くの国々に共有され、今後につながる会議となりました。  

  

◆国連総会                           

 

ニューヨークの国連本部で全加盟国の参加の下、開催される国際連合の会

議のことです。国際連合憲章に定められた問題を話し合い、加盟国と安全保

障理事会に対して勧告することができます。通常会期は、毎年 9 月第 3 火曜

日から 12 月半ばまでですが、必要に応じ延長されることもあります。  

平成 25（2013）年の国連総会第一委員会で、ニュージーランドが発表し

た「核兵器の人道上の影響に関する共同声明」には、日本を含む 125 か国が

賛同しました。 

平成 26（2014）年にも同趣旨の共同声明が発表され、日本を含む 155 か

国が賛同しました。 

今年も 9 月 15 日から開催される予定で、特に今年は核兵器禁止の法的枠

組みなど、核保有国と非核保有国の対立を越える議論が期待されます。  

 

◆核兵器禁止条約                        

  

核兵器の開発、実験、製造、配備、使用をすべて禁止して、また、現在、

保有している核兵器を解体して使えなくする条約です。  

核兵器禁止条約は、国際司法裁判所（ICJ）が平成 8（1996）年に「核兵

器の使用・威嚇は一般的に国際法に違反する」とした勧告的意見が始まりと

なりました。 

平成 9（1997）年に国際反核法律家協会など 3 団体が、「核兵器は違法」

とする考えに基づいて、モデル核兵器禁止条約の案を発表し、同じ年にコス

タリカ政府が国連に提出しました。 

平成 19（2007）年には、コスタリカとマレーシア両政府が、核不拡散条

約（NPT）再検討会議準備委員会及び国連総会に改訂版の条約案を提出、平

成 20（2008）年には潘基文（パン・ギムン）国連事務総長も、核軍縮に関

する 5 項目の提言を発表して、禁止条約の検討を加盟各国に求めています。 

最近では、核兵器の使用や保有などを禁止する簡潔な核兵器禁止の法的枠

組みに関して、さまざまな案が提唱されています。  



   

◆核抑止力                      

 

相手国が攻撃してきた場合、核兵器で反撃するという姿勢を見せることに

よって相手国の攻撃を思いとどまらせようとすることを、核兵器の抑止力と

いいます。しかし、抑止力に固執すると、お互いに相手国より強力な核兵器

を保有したり開発しようとするために、核の拡散につながり、逆に核兵器に

よる攻撃の危険性が高まる可能性があります。 

日本や韓国、NATO（北大西洋条約機構）の諸国はアメリカの核抑止力によ

って守られており、「核の傘の下にある」といいます。  

これに対し、核抑止力に頼らない安全保障のあり方を、「非核の傘」とい

うこともあります。長崎市は、その現実的で具体的な方法として、北東アジ

ア非核兵器地帯を提案しています。 

 

◆北東アジア非核兵器地帯                

 

条約を結び、核兵器の製造、実験、取得、保有などをしないと約束するこ

とを非核化といい、非核化された地域のことを「非核兵器地帯」といいます。

この条約によって核戦争の危機をなくし、国際的な緊張をやわらげることに

もつながります。地球の南半球は、昭和 42（1967）年のラテン・アメリカ

核兵器禁止条約のほか 4 つの条約（南極条約、南太平洋非核地帯条約、アフ

リカ非核兵器地帯条約、東南アジア非核兵器禁止条約）によって、すでに陸

地のほとんどが非核化されています。 

北半球でも、平成 10（1998）年にモンゴルの「非核地位」が国連で認め

られ、平成 21（2009）年には中央アジア（ウズベキスタン、タジキスタン、

キルギス、トルクメニスタン、カザフスタン）非核兵器地帯条約が発効され

ています。 

「北東アジア非核兵器地帯」とは、日本と韓国と北朝鮮の 3 か国を「非核

兵器地帯」にしようとするものです。条約として成立するためには、3 か国

に核兵器が存在せず、近隣の核保有国（アメリカ、ロシア、中国）が、3 か

国を核兵器で攻撃をしないと約束することが必要になります。 

日本では、昭和 46（1971）年に非核三原則の国会決議が行われ、また、

韓国と北朝鮮による「朝鮮半島非核化共同宣言」が平成 4（1992）年に発効

するなど、それぞれの国が非核化を表明しました。  

しかし、平成 18（2006）年 10 月、北朝鮮が最初の核実験を実施し、さら

に、平成 21（2009）年 5 月に 2 回目を、平成 25（2013）年 2 月に 3 回目の

核実験を強行したことから、朝鮮半島の非核化の実現が困難な状況になりま

した。 

北朝鮮の核を早急に放棄させるためにも、北東アジア非核兵器地帯の実現

に向けて、日本政府や韓国政府が主導していくことが必要です。 

 

 



   

◆世界こども平和会議                         

 

平成 27（2015）年 8 月 5 日、6 日、世界中の子どもたちと市内の中高生な

どが参加し、原爆の恐ろしさや平和の尊さを学ぶ世界こども平和会議が開か

れました。 

「過去を学び、現在を見つめ、明るい未来を描こう！」をコンセプトに開

催されたこの会議では、原爆資料館の見学や被爆体験講話の聴講で「過去」

を学び、参加国の現状報告や核兵器の講義などを通して「現在」について考

え、グループワークで「未来」について意見を交わしました。参加した子ど

もたちにとって、この会議がスタートラインとなることで、世界中に長崎の

平和の願いが伝わります。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



   

～ 歴代平和大使名簿 ～ 

 

 

 

 

年度 № 氏名 （学校名） 
 

年度 № 氏名 （学校名） 

平
成
二
十
年
度
（二
〇
〇
八
年
） 

1 熊川  実旺 （第四中 ２年） 
 

平
成
二
十
二
年
度
（二
〇
一
〇
年
） 

1 櫻井  和奏 （第一中 ２年） 

2 別宮  賢治 （第五中 ２年） 
 

2 吉田  彩乃 （第二中 １年） 

3 渡邊 ちさと （六実中 ３年） 
 

3 三橋  若奈 （第三中 １年） 

4 片野  結依 （小金南中 １年） 
 

4 笹本  幸輝 （第四中 ２年） 

5 清水 のどか （古ケ崎中 １年） 
 

5 比嘉  祐哉 （第五中 ２年） 

6 藤井  彩乃 （新松戸南中 ２年） 
 

6 後藤  奈穂美 （第六中 １年） 

7 清水  健人 （金ケ作中 １年） 
 

7 神部  ちひろ （小金中 ２年） 

8 神部  莉奈 （新松戸北中 ２年） 
 

8 田中  萌加 （常盤平中 １年） 

9 山本  拓実  （旭町中 ３年） 
 

9 髙梨  望 （栗ケ沢中 ２年） 

10 黒木  若葉 （聖徳大学附属中 １年） 
 

10 岸田  穣士 （六実中 ２年） 

平
成
二
十
一
年
度
（二
〇
〇
九
年
） 

1 川本  景介 （第一中 １年） 
 

11 大山  祭 （小金南中 １年） 

2 鈴木 亜加里 （第二中 １年） 
 

12 渡邉  誠嗣 （古ケ崎中 ２年） 

3 小幡  祐太 （第三中 １年） 
 

13 梶浦  美樹 （牧野原中 ２年） 

4 山田  政明 （第四中 １年） 
 

14 斉藤  温人 （根木内中 １年） 

5 清水  彬奈 （第五中 １年） 
 

15 富永  由也 （河原塚中 １年） 

6 久佐野 美奈子 （第六中 １年） 
 

16 石井  拓海 （新松戸南中 ２年） 

7 増野  友梨奈 （小金中 ２年） 
 

17 中川  剛志 （金ケ作中 １年） 

8 井山  陽菜 （常盤平中 ２年） 
 

18 向田  美紀子 （和名ケ谷中 ３年） 

9 小林  美幸 （栗ケ沢中 １年） 
 

19 山本  ありさ （旭町中 ２年） 

10 熊川  大揮 （六実中 １年） 
 

20 新倉  花菜 （小金北中 １年） 

11 髙島  里夏 （牧野原中 ３年） 
 

21 田村  陽香 （聖徳大学附属女子中 ２年） 

12 西   志穂 （河原塚中 ３年） 
 

22 染谷  日向子 （専修大学松戸中 １年） 

13 工藤  颯人 （根木内中 １年） 
 

 
 

   

 
14 四家  明宜 （金ケ作中 １年） 

 

 

   
15 児島  一華 （和名ケ谷中 １年） 

 

 

   



   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年度 № 氏名 （学校名） 

平
成
二
十
三
年
度
（二
〇
一
一
年
） 

1 佐藤  萌加 （第一中 ２年） 

2 発地  空介 （第三中 １年） 

3 岸    健太 （第四中 １年） 

4 宗像  未来 （第五中 １年） 

5 天野  七海 （第六中 １年） 

6 紙崎  莉緒 （小金中 ２年） 

7 井山  祥樹 （常盤平中 ２年） 

8 加藤  円来 （栗ケ沢中 １年） 

9 鈴木 理花子  （六実中 ３年） 

10 

11 

坂本  実優 

谷口 茉奈美 

（小金南中 １年） 

（古ケ崎中 １年） 

12 對馬 あい子 （牧野原中 ２年） 

13 山田  真平 （河原塚中 ２年） 

14 新垣  峻太 （新松戸南中 ３年） 

15 水谷  春来 （金ケ作中 ２年） 

16 長谷川 結友 （旭町中 ３年） 

17 板倉  日向子 （小金北中 １年） 

18 張     敏 （聖徳大学附属女子中 ２年） 

19 平野  瑞帆 （専修大学松戸中 ２年） 

   

年度 № 氏名 （学校名） 

平
成
二
十
四
年
度
（二
〇
一
二
年
） 

1 阿部  秀大 （第一中 ２年） 

2 茂出来 美樹 （第二中 ３年） 

3 小澤  美羅 （第三中 ３年） 

4 笠原  卓斗 （第四中 １年） 

5 播磨  渚生 （第五中 ３年） 

6 内海  渚 （第六中 １年） 

7 大津  みちる （小金中 ３年） 

8 小俣  さやか （常盤平中 １年） 

9 佐藤  優海香 （常盤平中 １年） 

10 阿部  裕美 （六実中 １年） 

11 宮本  龍一 （小金南中 ３年） 

12 樋口  杏 （古ケ崎中 １年） 

13 高橋  あみ （牧野原中 ２年） 

14 遠藤  未羽 （根木内中 ２年） 

15 後藤  陽 （河原塚中 １年） 

16 鈴木  里歩 （新松戸南中 ２年） 

17 岩﨑  いぶき （和名ケ谷中 １年） 

18 伊藤  梢 （和名ケ谷中 ３年） 

19 紀藤  颯斗 （旭町中 １年） 

20 川村  香奈美 （小金北中 １年） 

21 石井  そら （聖徳大学附属女子中 ２年） 

22 中山  皓一郎 （専修大学松戸中 １年） 



   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年度 № 氏名 （学校名） 

平
成
二
十
五
年
度
（二
〇
一
三
年
） 

1 藍原  由梨奈 （第一中 １年） 

2 河野  圭吾 （第二中 １年） 

3 福田  友郁 （第三中 ２年） 

4 旗谷  幸亮 （第四中 １年） 

5 宮島  健吾 （第五中 ３年） 

6 後藤  美菜 （第六中 ３年） 

7 関川  美海 （小金中 ２年） 

８ 金澤  春樹 （小金中 １年） 

９ 阿部  雅治 （常盤平中 ３年） 

10 中澤  有稀 （栗ケ沢中 ２年） 

11 加藤  一紗 （六実中 １年） 

12 島田  悠 （小金南中 １年） 

13 大久保  愛深 （古ケ崎中 １年） 

14 緑間  喜子 （古ケ崎中 １年） 

15 毎熊  和正 （牧野原中 2 年） 

16 猪瀬  柊斗 （牧野原中 1 年） 

17 奥野  智朗 （河原塚中 ３年） 

18 平野  茜 （新松戸南中 １年） 

19 下藤  誉司 （和名ケ谷中 １年） 

20 新倉  拓真 （小金北中 １年） 

21 郡司  萌 （聖徳大学附属女子中 ２年） 

22 星  さりあ （専修大学松戸中 １年） 

年度 № 氏名 （学校名） 

平
成
二
十
六
年
度
（二
〇
一
四
年
） 

1 布川  恭大 （第一中 ２年） 

2 白井  悠生 （第二中 ２年） 

3 松本  優樹 （第二中 ２年） 

4 本間  宏明 （第三中 ２年） 

5 旗谷  吏紗 （第四中 ３年） 

6 宮島  加奈子 （第五中 １年） 

7 植田  聖杜 （第六中 ２年） 

８ 合田  健太郎 （小金中 ２年） 

９ 早﨑  諒 （常盤平中 ２年） 

10 小井圡  瑠冴子 （栗ケ沢中 １年） 

11 望月  優衣 （六実中 ３年） 

12 片野  玲奈 （小金南中 １年） 

13 和田  晴人 （古ケ崎中 ２年） 

14 對馬  悠介 （牧野原中 ２年） 

15 井手  麟太郎 （根木内中 ２年） 

16 樋口  明日香 （河原塚中 １年） 

17 斎藤  龍秀 （新松戸南中 １年） 

18 久保田  美咲 （和名ケ谷中 ２年） 

19 紀藤  菜桜 （旭町中 １年） 

20 渡邊  龍 （小金北中 １年） 

21 野中  利悦 （聖徳大学附属女子中 ２年） 

22 築田  真理子 （専修大学松戸中 ３年） 



   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

平成２７年度 

平和大使長崎派遣事業報告書 

～守り続けよう 平和な未来 

伝えていこう 過去の悲しみ～ 

 

松戸市 

総務部総務課 
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